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事業の業績

　期末残高は、1,461億47百万円（前期末比＋89億23百万円、6.50％
増加）となりました。
　科目別残高は、割引手形7億83百万円、手形貸付158億66百万円、証
書貸付1,263億87百万円、当座貸越31億10百万円となり、人格別では
法人向け貸出金865億64百万円、個人向け貸出金595億83百万円とな
りました。
　期中平均残高は1,431億85百万円（前期比＋57億27百万円、
4.16％増加）となりました。
　今後も、当金庫のビジネスモデルである「小口先数主義」にもとづく地
道な営業活動に取組むことで、地域社会の発展に貢献してまいります。

［貸出金］ 貸出金残高の推移
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有価証券残高の推移［有価証券］
　期末残高は、1,404億43百万円(前期末比71億92百万円、5.39％
増加)となりました。
　当金庫は、厳格な基準・細則に基づき、安全性や収益性に配慮し、債
券を中心とした有価証券運用を行っております。
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［預金積金］
　期末残高は、3,891億88百万円（前期末比＋187億61百万円、
5.06％増加）となりました。
　科目別残高では、要求性預金1,523億49百万円、定期性預金2,368
億38百万円となり、人格別では個人預金3,341億72百万円、法人預金
550億16百万円となりました。
　また、期中平均残高も3,848億10百万円（前期比＋171億35百万
円、4.66％増加）となりました。
　当金庫の経営姿勢や健全性をご理解いただき、預金残高は安定的に
増加いたしました。

預金積金の推移
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［預かり資産］
　預かり資産残高（投資信託・公共債・個人年金保険・終身保険の合
計）は、168億72百万円（前期末比1億68百万円、1.00％増加）と
なりました。
　内訳としては、投資信託は、株式・リート市場の回復により、残
高が増加しました。公共債・個人年金保険・終身保険については、
既存契約の償還および満期到来により残高が減少しました。
　当金庫では、お客さまの家計の長期・安定的な資産形成のサポー
トに取組んでおります。

　国内の経済活動は持ち直しの動きを維持する一方で、未だ収束が見通せない新型コロナウイルス感染症の影響により、今後の景気回
復ペースは緩慢に推移するものと思われます。
　こうした経済環境は、当金庫の営業地域においても例外ではなく、地域が抱える高齢化、地域人口の減少の問題や経営者の高齢化、
後継者不足など、地域の中小企業は厳しい経営環境下に置かれています。
　当金庫は、長期的な視点で地域・お客様に何ができるかを常に考え、行動できる信用金庫を目指してまいります。

（単位：百万円）預かり資産の推移
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直近５事業年度における主要な経営指標の推移
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　収益面では、国債等債券売却益が減少したことにより、その他業務収益が減少したものの、資金運用収益および臨時収益
が増加し、経常収益は46億65百万円（前年度比67百万円増加）となりました。
　費用面では、効率的な有価証券運用を図るため、国債等債券売却損を計上したことにより、その他業務費用が増加したも
のの、経費および臨時費用が減少し経常費用は36億34百万円（前年度比２億89百万円減少）となりました。
　なお、当期は、コロナ禍において十分な資金繰り支援を行った結果、一般貸倒引当金繰入額、個別貸倒引当金繰入額とも
に戻入となりました。
　以上の結果、金融機関の基本的な収益性の指標であるコア業務純益は11億26百万円、経常利益10億30百万円、当期純利
益7億60百万円となりました。

［損益］

［自己資本比率］ （単位：％）
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　自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標として重要視さ
れています。
　2021年3月末の自己資本比率は、13.10%(前年度末比0.50ポ
イント上昇)となりました。国内基準の４％を大きく上回っており、
高い健全性を維持しております。
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